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P − 57　　卵膜におけ る皿onoa 皿ine　oxidase

（MAO）の 生理的意義に つ い て
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P　− 58　 　妊娠 ラ ッ ト黄体にお ける 炭酸脱水酵

素活性の変 化
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［目的】羊水 中catecholamine （CA）は 、 分娩 中や胎

児の ス トレ ス 環境下で 著増す るが その 母体側移行

に関 して の 知見は乏 しい 。 今回、CAの 経卵膜的移

行お よび卵 膜に存在するCA代謝酵素で ある皿ono
−

a皿ine　oxidase （）fAO）活性の 関与に つ い て検討 した 。

［方法］  選択的帝王 切開時 （妊娠37〜 40週）に卵

膜 を採取 しヘ パ リン加生食に て洗浄後、直ちに卵

膜全層 （表面積3．45cm2）をChristopherらの 実験

方法に従い チ ャ ン バ ー内に固定 し、 卵膜の胎児側

および 母体側にMediun199を満た した 。 24時間後 、

胎児側 に）fAO−Aの 特異基 質で ある
14C −・セ ロ トニ ン

（
i4C −5−HT　44tLM）を加え、37℃ に て 2時間培養

した 。 また｝fAO−Aの 選 択酵素阻害剤の clorgyl 　ine

（10
”5M

） を添加 し、同様に 培養 した 。 胎児およ

び母体側の培養液を回収 し 、 C18逆相カ ラム を用

い た高速液体ク ロ マ トに て 分離精製し 、 ラ ジオ

LC検出器 （トーソー RS8000）に て 放射能を測定

した 。   正 常経膣分娩 （TV）に よ り得 られた卵 膜を

用い て 陣痛の 有無による5−HTお よび その代謝物の

母体移行を比較 した 。 ［成績 ］  胎児側に投与 され

た 5−M は 2時間で 6．0±2．5％が 母 体側に移行 し、

その 64％が 5−HT代謝物で ある　5−hydroxy−indole

acetic 　acid （5−HIAA）と して 検出され た 。

一方 、

clorgyline 添加 では 5−HIAAへ の転換はほとんど認

め られなか っ た 。   母体側へ の 5−HT、5−HIAAの 総

移行量は陣痛の 有無に より差 を認めなか っ たが 、

TV例では5−HIAAの 占め る割合 はそ の 84％と有意に

増加 した 。 ［結論］胎児側5−HTの経卵膜的母体移行

の 検討の 結果、卵膜に 存在する ）（AO−A活性が 羊水

CAの母 体 へ の移行を調節 して い る可能性が示 唆さ

れ た 。

【目的】炭酸脱水酵素 （以下 CA ）は生体 内に お

い て広 く分布 し、二 酸化炭素の 輸送 、 酸塩基 平衡

の 調節、 イオ ン 輸送な ど に 関与 して い る 。 こ の 研

究は妊娠後期 及び分娩後の ラ ッ トの 黄体に発現す

る CA 活性 の変動 を追跡 し、 こ の 現象 の 意義 を考

察する こ と を主眼に して い る
。

【方法】12 か ら24 週 齢の ラ ッ ト（Wister）を妊娠 さ

せ 、妊娠 17 日目か ら分娩後 7 日目まで の 間に黄体

を摘 出 し 、 そ の 黄体に つ い て 、Maren 法に よりCA

活性 を定量 し、蛋 白に対す る比活性 を求めた 。 ま

た免疫 組織化学的方法（ABC 法）と酵素組織化 学

的方法（Hanss 。n 法）に よ り、 黄体に お け るCA 局

在を観察した 。 併せ て 血 中エ ス トラ ジ オ
ー

ル とプ

ロ ゲス テ ロ ン の定量 を行い
、 CA 活性 と の 関連性

に つ い て 検討 した 。

【成績1黄体 の CA 活性は 、妊娠 21 日目 よ り上 昇

し 、 分娩 翌 日12．2U と最 高値 を示 した 。 そ の 後は

徐々 に低下 した 。 血中 エ ス トラジオ
ー

ル は分娩直

前 まで上昇 し分娩後低下 した 。 血中 プ ロ ゲ ス テ ロ

ン は妊 娠 20H 目に 最 高値 と な り分娩 直前 に低下

した 。また妊娠 ユ8 日目 で 妊娠を中 断し そ の 後 3

日経 っ た ラ ッ トの 黄体は 、妊 娠 18 日目 ラ ッ トの

黄体よ り高 い CA 活性 を示 した 。 組織 化学的に、

CA 陽性細 胞が ラ ッ ト黄体に 認 め られ たが 、 全 て

の 黄体 細胞が CA 活性を示 すわ けで は な い こ とが

確認され た 。

【結論 ｝ラ ッ ト妊娠 黄体 の CA 活性は 分娩直前 に

増加 し分娩直後に最高値 を示 し、そ の 後徐 々 に低

下する こ とを確認 した 。 こ れは組織 化学的な方法

に よ っ て も確認で きた 。 以 上 よ りCA の 発現 は黄

体 の 退縮 に何等か の 関係が ある と思 わ れた 。
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